

















































































































































ラミウル（Ramioulle）にかけて，木々の葉に埋もれた家々の屋根（les toits noyés de feuillage）や，色
とりどりの田園の格子縞（le damier multicolore des campagnes）の中に織り込まれて画趣を与えている















































































































































陽光に背中を暖めながら，ゆったりと広がっている，かのバット岸（le fameux quai de la Batte）。ム















































まずは，「アルデンヌ」の地理的な景観の描写。例えば「広大に青い空（un ciel immensement 













て用いられる（ 例えば，« Jacques di mon l’cinsi » （Jacques de mon fermier） p.27, « I s’veiait si 




























































































sombre immensité d’un bois de sapins）に向かってひらかれ，そのあちこちから森鳩たちが，暁の青白い
光がおりてくる空に，悲しげな鳴き声をたてるのだった。そのずっと向こうに，満腹して草の上に長々
と寝そべった牛たち（vaches）が反芻している牧場のあいだに，青空（le bleu du ciel）を穿つ小さな教















































































































（le creux de val）に折り重なり，スレート屋根の農家（les fermes aux toits d’ardoises）が胡桃の木々
18
（les noyers）に埋もれている。そして，真っ青な空（l’air bleu）の中に半ば倒れこんだような鐘楼（le 
clocher）が，ねぐらの陽気さと人々の平和とを願いながら，敬虔で，孤独な夢想にふけっているようだ。
さらにその向こうは，アルデンヌの最初の扶壁（les premiers contreforts de l’Ardenne），段々に並んだ
壮大な丘（les larges collines qui s’étagent en gradins）と，平地まで斜面をかけおりる若木の樹林（les 













































































































































































（15）シャルル・デルシュヴァルリ「リトル・スケッチ」（1891, no.3, pp.156-160 ; 1891, no.6, 





















































































５） リエージュの街の中心部に位置する広場，通称「テラスles Terrasses」にはレオン・ミニョン（Leon 
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